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１
面
…
…
第
５
回
理
事
会
で
活
動
等
審
議

２
面
…
…
岐
阜
県
実
務
者
研
修
に
1
5
0
0
人

３
面
…
…
滋
賀
で
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
視
察

４
面
…
…
浄
化
槽
資
本
費
単
価
は
全
国
平
均
37
円

全国環整連

水
再
生
シ
ス
テ
ム
タ
ブ
レ
ッ
ト
版
の
受
付
開
始

第
5
回
理
事
会
開
き
活
動
報
告
等
審
議

　

理
事
会
は
午
後
1
時
、
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
含
め
67
名
の
出
席
を

得
て
開
か
れ
た
。

　

冒
頭
で
玉
川
会
長
は
、「
全

国
環
整
連
は
下
水
道
法
改
正
の

運
動
を
し
て
き
た
が
、
省
庁
の

反
対
に
も
一
理
あ
る
と
思
い
、

浄
化
槽
の
仕
事
の
中
身
を
改
善

し
よ
う
と
取
り
組
ん
で
き
た
。

 

１
月
の
新
年
会
と
５
月
の
総

会
時
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
い

た
国
会
議
員
の
先
生
方
に
こ

の
旨
を
お
伝
え
し
て
き
た
が
、

最
近
、
超
党
派
で
議
連
を
立

ち
上
げ
浄
化
槽
の
在
り
方
も

含
め
た
議
論
を
し
、
議
員
立

法
で
浄
化
槽
が
恒
久
施
設
で

あ
る
こ
と
を
定
め
た
い
と
い

う
趣
旨
の
お
話
が
あ
り
、
理

事
会
で
話
し
合
い
ご
返
事
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

 

議
連
設
立
時
の
趣
旨
説
明
、

案
内
文
章
を
随
時
作
っ
て
い
く

が
、
近
い
う
ち
に
前
段
の
文
章

を
お
示
し
で
き
る
と
思
っ
て
い

る
」
と
挨
拶
し
た
。

　

第
1
号
議
案
で
は
各
部
会
の

活
動
報
告
を
審
議
し
、
財
務
報

告
は
事
務
局
か
ら
1
・
2
月
の

収
支
一
覧
、
旅
費
補
助
等
の
都

道
府
県
支
払
明
細
、
平
成
26
年

新
年
懇
親
会
（
1
月
22
日
）
会

費
内
訳
、
平
成
26
年
度
組
合
別

付
加
金
入
金
状
況
、
さ
ら
に
26

年
度
通
年
の
収
支
見
込
み
が
報

告
さ
れ
た
。

　

適
正
処
理
推
進
部
会
は
1
～

3
月
の
活
動
と
、
2
月
19
日
に

　

全
国
環
整
連
（
玉
川
福
和
会
長
）
は
3
月
27
日
、
東
京
・
一
ツ
橋
の
如
水
会
館
で
平

成
26
年
度
第
5
回
理
事
会
を
開
催
し
た
（
写
真
）。
各
部
会
の
活
動
報
告
等
を
審
議
し
、

浄
化
槽
部
会
か
ら
は
今
後
の
浄
化
槽
の
在
り
方
に
関
す
る
第
5
回
懇
談
会
で
保
守
点
検

回
数
が
議
論
に
上
っ
た
こ
と
や
、水
再
生
シ
ス
テ
ム
業
務
管
理
ソ
フ
ト
（
タ
ブ
レ
ッ
ト
版
）

の
早
期
導
入
希
望
者
向
け
に
仮
注
文
を
受
け
付
け
る
こ
と
な
ど
が
説
明
さ
れ
た
。 

メ
ル
パ
ル
ク
広
島
（
広
島
市
）

で
開
催
し
た
経
営
者
研
修
会

「
全
国
に
お
け
る
現
状
と
問
題
」

の
開
催
概
要
を
説
明
。
さ
ら
に

鳥
取
県
福
部
町
で
の
業
務
返
還

問
題
が
こ
の
ほ
ど
解
決
し
た
と

口
頭
で
報
告
し
た
。

　

浄
化
槽
部
会
は
2
・
3
月
の

活
動
報
告
と
、
3
月
12
日
に

開
催
さ
れ
た
「
第
5
回
今
後

の
浄
化
槽
の
在
り
方
に
関
す
る

懇
談
会
」
で
保
守
点
検
回
数
が

議
題
に
上
っ
た
こ
と
を
説
明
し

た
。
ま
た
グ
リ
ス
ト
ラ
ッ
プ
の

し
渣
、
汚
泥
の
取
り
扱
い
に
関

す
る
岐
阜
県
の
見
解
を
情
報
提

供
す
る
と
と
も
に
、
水
再
生
シ

ス
テ
ム
委
員
会
か
ら
は
27
年
度

の
研
修
会
開
催
予
定
の
報
告
、

水
再
生
シ
ス
テ
ム
業
務
管
理
ソ

フ
ト
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
版
の
早
期

導
入
希
望
者
向
け
に
仮
注
文
を

受
け
付
け
る
こ
と
が
説
明
さ
れ

た
。

　

下
水
道
部
会
は
3
月
18
日
に

開
催
し
た
下
水
道
部
会
全
体
会

議
と
、
取
り
ま
と
め
を
進
め
て

い
る
下
水
道
や
集
排
施
設
等
の

受
託
業
務
実
態
調
査
の
概
要
報

告
を
行
っ
た
。

　

循
環
資
源
推
進
部
会
は
、
3

月
3
日
に
㈱
水
口
テ
ク
ノ
ス

（
滋
賀
県
）
で
行
っ
た
東
海
近

畿
・
中
四
国
・
九
州
地
区
協
議

会
の
合
同
研
修
会
の
結
果
と
、

積
み
替
え
保
管
許
可
取
得
状
況

の
取
り
ま
と
め
を
報
告
し
た
。

　

事
業
部
会
は
3
月
6
日
に

北
九
州
市
で
開
催
し
た
「
ケ
ー

ス
ス
タ
デ
ィ
」
の
結
果
を
報

告
し
た
。
㈱
サ
ニ
ッ
ク
ス
ひ

び
き
工
場
で
国
内
最
大
規
模

の
有
機
汚
泥
・
有
機
廃
液
の

リ
サ
イ
ク
ル
処
理
場
を
見
学
、

そ
の
後
北
九
州
エ
コ
タ
ウ
ン

事
業
の
歴
史
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
、
そ
れ
を
基
に
汚
泥

リ
サ
イ
ク
ル
事
業
の
発
展
性

に
つ
い
て
議
論
し
た
。

　

青
年
部
会
は
1
～
3
月
ま
で

の
活
動
報
告
と
、
7
月
10
日

に
「
郡
山
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
（
福

島
県
）」
で
開
催
予
定
の
北
海

道
・
東
日
本
地
区
協
議
会
の
青

年
部
員
研
修
会
に
つ
い
て
説
明

し
た
。
ま
た
全
国
環
整
連
の
活

動
資
料
を
ま
と
め
る
「
振
り
返

り
前
を
見
る
（
仮
称
）」
の
作

成
に
つ
い
て
提
案
が
あ
り
、
承

認
を
受
け
た
。

【４月号】

　

全
国
環
整
連
の
平
成
27
年

度
4
月
臨
時
理
事
会
が
、
4

月
24
日
に
東
京
・
一
ツ
橋
の

如
水
会
館
で
開
か
れ
、
第
43

回
総
会
に
向
け
各
議
案
を
審

議
し
た
（
写
真
）
。
議
案
は
「
平

成
26
年
度
活
動
報
告
、
収
支

決
算
並
び
に
剰
余
金
処
分
案

承
認
」
「
平
成
27
年
度
活
動
方

針
、
活
動
計
画
並
び
に
収
支

予
算
の
決
定
」
「
平
成
27
年
度

借
入
金
の
最
高
限
度
額
決
定
」

「
取
引
金
融
機
関
の
決
定
」「
任

期
満
了
に
伴
う
理
事
・
役
員

（
監
事
含
む
）
の
改
選
」
の
5

議
案
で
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど

お
り
承
認
。
総
会
の
付
議
事

項
と
し
た
。

　

こ
の
う
ち
浄
化
槽
部
会
は
、

水
再
生
シ
ス
テ
ム
の
認
証
で

26
年
度
は
新
規
審
査
が
6
社
、

更
新
審
査
が
30
社
あ
っ
た
こ

と
を
報
告
。
循
環
資
源
推
進
部

会
は
小
型
家
電
リ
サ
イ
ク
ル

法
で
3
県
の
収
集
運
搬
業
者

を
登
録
し
、
さ
ら
に
27
年
度
は

48
業
者
を
登
録
す
る
た
め
申

請
準
備
中
で
あ
る
こ
と
を
説

明

し

た
。

青

年
部
会
は
全

国
環
整
連
の

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
刷
新
な
ど

を
報
告
し
た
。

　

そ
の
他
議

案

と

し

て
、

「
全
国
環
整
連

第

41
回
全
国

大
会
」
の
開

催
要
項
案
が

報
告
さ
れ
た
。

27
年
度
は

10

月
23
・
24
日
に
山
口
市
の
「
ホ

テ
ル
か
め
福
」
で
開
催
し
、「
さ

ら
な
る
適
正
業
務
の
推
進
」

に
向
け
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
う
予
定
と
し
て

い
る
。

第
43
回
総
会
に
向
け
臨
時
理
事
会

27
年
度
活
動
方
針
案
等
を
承
認

全国環整連
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17
日
の
午
前
10
時
か
ら
開

か
れ
た
研
修
会
で
は
、
初
め
に

行
政
か
ら
挨
拶
が
あ
り
、
岐

阜
県
環
境
生
活
部
の
宗
宮
正

典
部
長
が
「
浄
化
槽
は
下
水

道
と
同
等
の
処
理
能
力
が
あ

り
、
安
価
に
設
置
で
き
る
こ

と
か
ら
人
口
散
在
地
域
で
非

常
に
有
効
な
処
理
施
設
。
し

か
し
浄
化
槽
は
適
正
な
施
工

と
維
持
管
理
が
あ
っ
て
初
め

て
機
能
す
る
。
貴
連
合
会
に

お
か
れ
て
は
み
ず
再
生
施
設

認
定
制
度
や
浄
化
槽
生
涯
機

能
保
証
制
度
と
い
っ
た
独
自

制
度
を
創
設
さ
れ
、
浄
化
槽

の
適
正
管
理
を
通
し
て
地
域

の
水
環
境
の
保
全
に
ご
尽
力

い
た
だ
い
て
い
る
」
と
感
謝

の
言
葉
を
述
べ
た
。

　

研
修
は
業
界
の
取
り
組
み
、

行
政
説
明
、
岐
阜
大
学
研
究

報
告
、
メ
ー
カ
ー
か
ら
の
浄

化
槽
解
説
、
浄
化
槽
生
涯
機

能
保
証
制
度
判
定
委
員
か
ら

の
報
告
、
3
業
種
連
携
に
よ

る
維
持
管

理
と
実
際

の
水
質
改

善
事
例
の

順
で
進
行

し
た
。

　

こ
の
う

ち
業
界
の

取
り
組
み
で
は
、
透
視
度
改

善
と
い
っ
た
3
業
種
連
携
に

よ
る
効
果
と
、
行
政
が
浄
化

槽
の
維
持
管
理
状
況
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
る
「
浄
化

槽
維
持
管
理
状
況
行
政
閲
覧

シ
ス
テ
ム
」
に
つ
い
て
説
明

し
た
。
行
政
閲
覧
シ
ス
テ
ム

は
任
意
の
浄
化
槽
の
保
守
点

検
、
清
掃
、
法
定
検
査
の
実

施
状
況
が
確
認
で
き
る
も
の

で
、
必
要
に
応
じ
て
記
録
票

や
検
査
結
果
書
の
出
力
、
行

政
指
導
対
象
物
件
の
検
索
抽

出
と
デ
ー
タ
出
力
が
行
え
る
。

　

ま
た
岐
阜
大
学
の
研
究
報

告
は
、
同
大
学
み
ず
再
生
技
術

研
究
推
進
セ
ン
タ
ー
が
取
り

組
む
「
浄
化
槽
放
流
水
の
透
視

度
30
度
以
上
の
確
保
」
に
つ

い
て
説
明
し
た
。
25
年
度
は

透
視
度
の
異
な
る
浄
化
槽
28

基
の
水
質
に
つ
い
て
調
査
し

た
と
こ
ろ
、
透
視
度
に
影
響

を
及
ぼ
す
の
は
主
に
直
径
0
・

5
～
1
・
0


の
懸
濁
物
質

で
あ
っ
た
と
し
、
こ
の
結
果
を

踏
ま
え
て
26
年
度
は
ば
っ
気

槽
送
風
量
や
循
環
水
量
の
調

整
な
ど
、
通
常
の
保
守
点
検

作
業
に
よ
り
微
粒
子
を
減
少

さ
せ
る
た
め
の
方
策
に
つ
い

て
報
告
し
た
。
調
査
に
は
デ
ー

タ
ロ
ガ
ー
を
用
い
、
酸
化
還

元
電
位
（
O
R
P
）
、
溶
存
酸

素
量
、
電
気
伝
導
率
、
濁
度
、

水
温
を
5
分
間
隔
で
7
日
間

測
定
。
そ
の
結
果
、
O
R
P

に
一
定
の
傾
向
を
得
て
、
27

年
度
以
降
は
透
視
度
影
響
物

質
の
特
定
や
浄
化
槽
の
設
定

変
更
に
よ
る
影
響
調
査
な
ど

を
行
う
と
説
明
し
た
。

　

研
修
終
了
後
は
玉
川
会
長

（
写
真
下
）
か
ら
総
括
が
あ
り
、

「
今
後
自
治
体
の
財
政
は
厳
し

い
状
況
を
迎
え
る
。
少
子
化
に

よ
っ
て
税
収
が
減
少
す
る
と
と

も
に
、
最
大
の
赤
字
要
因
で
あ

る
下
水
道
事
業
に
お
い
て
も
下

水
道
使
用
量
が
減
り
、
ま
す
ま

す
経
営
状
況
が
悪
化
す
る
。
そ

の
時
に
私
た
ち
は
、
財
政
再
建

の
一
つ
の
方
策
と
し
て
、
下
水

道
を
浄
化
槽
に
切
り
替
え
る
と

い
う
選
択
肢
を
用
意
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
現
在
進

め
て
い
る
浄
化
槽
維
持
管
理
3

業
種
の
連
携
を
さ
ら
に
進
化
さ

せ
て
、
将
来
的
に
は
〝
浄
化
槽

カ
ル
テ
〟
を
作
り
上
げ
る
。
こ

れ
を
目
指
し
て
今
後
も
進
ん
で

い
く
」
と
参
加
者
に
訴
え
た
。

3
業
種
連
携
の
必
要
性
と
研
究
成
果
等
講
演

26
年
度
浄
化
槽
実
務
者
研
修
会
に
1500
人

岐浄連
　

公
益
社
団
法
人
岐
阜
県
浄
化
槽
連
合

会
（
玉
川
福
和
会
長
）
主
催
の
平
成
26
年

度
浄
化
槽
実
務
者
講
習
会
が
、
3
月
10
・

11
・
17
・
18
日
に
岐
阜
市
の
長
良
川
国
際

会
議
場
、
同
16
日
に
高
山
市
の
飛
騨
・
世

界
生
活
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た

（
写
真
上
）。
浄
化
槽
保
守
点
検
・
清
掃
・

法
定
検
査
の
3
業
種
連
携
の
必
要
性
に
つ

い
て
実
際
の
水
質
改
善
事
例
も
交
え
な
が

ら
研
修
し
た
ほ
か
、
浄
化
槽
の
維
持
管
理

状
況
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
確
認
で
き
る

行
政
閲
覧
シ
ス
テ
ム
、
岐
阜
大
学
で
進
め

て
い
る
浄
化
槽
放
流
水
の
水
質
向
上
に
係

る
研
究
成
果
な
ど
、
浄
化
槽
に
関
す
る
最

新
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
報
告
が
あ
っ

た
。
研
修
会
に
は
行
政
担
当
者
、
県
議
会

お
よ
び
市
議
会
議
員
、
代
表
者
、
実
務
者

な
ど
多
く
の
関
係
者
が
参
加
し
、
2
会
場
・

全
5
回
の
開
催
で
1
5
0
0
人
が
受
講
し

た
。

　

環
境
省
の
4
月
1
日
付
人

事
に
よ
り
、
浄
化
槽
推
進
室

で
ま
た
3
名
の
異
動
が
あ
っ

た
。
浄
化
槽
推
進
室
室
長
補

佐
に
吉
川
圭
子
氏
（
前
職
・

関
東
地
方
環
境
事
務
所
廃
棄

物
・
リ
サ
イ
ク
ル
対
策
課

長
）
、
鶴
田
慎
二
郎
氏
（
同
・

水
・
大
気
環
境
局
放
射
性
物

質
汚
染
対
策
担
当
参
事
官
室

参
事
官
補
佐
）
の
2
名
が
就

き
、
吉
川
室
長
補
佐
は
浄
化

槽
企
画
官
を
併
任
す
る
。
水

谷
好
洋
氏
（
同
部
産
業
廃
棄

物
課
課
長
補
佐
）
は
浄
化
槽

企
画
官
の
併
任
を
解
除
さ
れ

た
。

　

ま
た
同
時
に
、
浄
化
槽
推

進
室
の
豊
村
紳
一
郎
室
長
補

佐
が
関
東
地
方
環
境
事
務
所

放
射
能
汚
染
対
策
課
長
、
浄

化
槽
推
進
室
調
査
総
務
係
長

の
錦
織
喜
隆
氏
が
総
合
環
境

政
策
局
環
境
計
画
課
研
究
企

画
係
長
に
異
動
し
た
。

　

浄
化
槽
推
進
室
は
昨
年
4

月
に
浄
化
槽
企
画
官
を
除
く

全
員
の
異
動
が
あ
り
、
同
7

月
に
は
浄
化
槽
企
画
官
も
異

動
し
た
。
新
た
に
浄
化
槽
対

策
官
が
就
く
も
、
約
2
カ
月

で
異
動
。
そ
の
後
任
と
し
て

9
月
26
日
に
水
谷
氏
が
浄
化

槽
企
画
官
に
就
い
た
が
、
今

回
再
び
水
谷
浄
化
槽
企
画
官

を
含
む
3
名
が
異
動
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

吉
川
圭
子
浄
化
槽

企
画
官
が
就
任

環
境
省

今
月
の
労
働
安
全
衛
生
標
語

 

無
理
せ
ず 

無
視
せ
ず 

油
断
せ
ず

　
　
　
　

  

安
全
作
業
に
近
道
な
し

総
務
部
会
・
安
全
衛
生
委
員
会

理
、
災
害
対
応
、
雨
水
利
用
、

国
際
協
力
と
い
っ
た
分
野
の

施
策
方
針
を
盛
り
込
ん
で
お

り
、
浄
化
槽
に
関
し
て
は
「
み

な
し
浄
化
槽
の
転
換
に
つ
い

て
さ
ら
な
る
転
換
促
進
策
を

検
討
す
る
」
こ
と
を
盛
り
込

ん
だ
。

　

水
循
環
基
本
法
は
昨
年
制

定
さ
れ
た
法
律
で
、
水
を
「
国

構
想
に
基
づ
き
、
適
切
な
役

割
分
担
の
下
で
の
計
画
的
な

実
施
を
促
進
す
る
」
と
し
た
。

都
道
府
県
構
想
は
昨
年
1
月
、

国
土
交
通
省
、
環
境
省
、
農

林
水
産
省
の
3
省
が
「
持
続

可
能
な
汚
水
処
理
シ
ス
テ
ム

構
築
に
向
け
た
都
道
府
県
構

想
策
定
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
策

定
・
公
表
し
て
お
り
、
新
た

な
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
く
都

道
府
県
構
想
の
見
直
し
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
浄
化
槽
に
関
し
て
は
、

汚
濁
負
荷
軽
減
策
と
し
て
単

独
処
理
浄
化
槽
対
策
と
高
度

処
理
型
浄
化
槽
の
整
備
、
放

流
水
の
活
用
に
よ
る
水
辺
空

間
の
創
出
、
温
暖
化
対
策
が

民
共
有
の
貴
重
な
財
産
」
と

定
義
し
、
健
全
な
水
循
環
の

維
持
、
回
復
の
た
め
に
必
要

な
関
係
者
の
責
務
な
ど
基
本

理
念
を
示
し
て
い
る
。
具
体

的
に
は
8
月
1
日
を
「
水
の

日
」
と
す
る
こ
と
や
、
水
循

環
政
策
本
部
を
置
き
、
水
循

環
基
本
計
画
の
策
定
と
同
計

画
に
基
づ
く
関
係
行
政
機
関

の
調
整
を
行
う
こ
と
な
ど
を

定
め
て
い
る
。
水
循
環
に
関

し
て
講
じ
た
施
策
は
、
同
法

に
基
づ
き
毎
年
度
取
り
ま
と

め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
ほ

か
、
「
予
算
計
上
な
ど
必
要
な

措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
」

と
も
定
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、

水
循
環
に
関
す
る
各
取
り
組

み
の
推
進
剤
と
な
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。

　

こ
の
う
ち
生
活
排
水
処
理

分
野
で
は
「
持
続
的
な
汚
水

処
理
シ
ス
テ
ム
構
築
に
向
け
、

効
率
的
な
整
備
・
運
営
管
理

手
法
を
選
定
し
た
都
道
府
県

盛
り
込
ま
れ
た
。

　

こ
の
う
ち
単
独
処
理
浄
化

槽
対
策
は
「
み
な
し
浄
化
槽

か
ら
浄
化
槽
へ
の
転
換
に
つ

い
て
、
転
換
費
用
の
支
援
や

広
報
活
動
に
よ
り
推
進
を
図

る
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
転

換
促
進
の
た
め
の
検
討
を
進

め
る
」
、
高
度
処
理
型
浄
化

槽
の
整
備
は
「
湖
沼
や
閉
鎖

性
海
域
等
に
お
け
る
水
質
改

善
に
向
け
高
度
処
理
型
の
浄

化
槽
の
普
及
等
を
推
進
す

る
」
、
温
暖
化
対
策
は
「
低

炭
素
型
浄
化
槽
の
普
及
や
浄

化
槽
シ
ス
テ
ム
全
体
で
の
さ

ら
な
る
低
炭
素
化
に
向
け
た

取
り
組
み
を
実
施
」
な
ど
と

し
た
。

単独浄化槽の転換促進策検討へ
水循環基本計画原案を公表

　

政

府

が

設

置

し

た

「
水
循
環
政

策
本
部
」
は

こ
の
ほ
ど
、

水

循

環

基

本

法

に

基

づ

く

水

循

環

基

本

計

画

の

原

案

を

公

表

し

た
。

31

年

度

ま

で

の

5

年

間

を

対

象

に

生

活

排

水

処



第 544 号（3） 平成 27 年 5 月 14 日

　

同
日
は
、
全
国
環
整
連
の
玉

川
福
和
会
長
、
黒
瀬
栄
治
副
会

長
を
は
じ
め
約
80
人
の
組
合
員

が
参
加
し
た
。

　

研
修
会
の
冒
頭
、
趣
旨
説
明

に
立
っ
た
小
山
部
会
長
は
「
廃

掃
法
が
制
定
さ
れ
た
昭
和
45
年

の
当
時
は
、
廃
棄
物
と
古
紙
・

古
布
・
鉄
く
ず
や
空
き
瓶
と

い
っ
た
〝
も
っ
ぱ
ら
物
〟
の
線

引
き
が
明
確
だ
っ
た
。

　

し
か
し
、
各
種
リ
サ
イ
ク
ル

法
が
整
備
さ
れ
た
平
成
27
年
の

現
在
は
、
容
器
包
装
・
家
電
・

自
動
車
・
食
品
・
建
設
・
小
型

家
電
の
各
種
リ
サ
イ
ク
ル
法
で

有
価
物
の
再
利
用
が
義
務
付
け

ら
れ
、
廃
棄
物
と
も
っ
ぱ
ら
物

の
分
野
が
狭
く
な
り
、
ど
ち
ら

で
も
な
い
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
が
拡

大
し
て
い
る
。

　

こ
の
ま
ま
で
は
一
般
廃
棄
物

処
理
以
外
の
分
野
か
ら
の
参
入

を
見
逃
す
こ
と
に
な
る
。
自
治

体
に
求
め
ら
れ
て
か
ら
行
動
す

る
の
で
は
な
く
、
グ
レ
ー
ゾ
ー

ン
に
先
行
し
て
着
手
し
、
住
民

の
利
便
性
向
上
、
地
域
行
政
に

貢
献
し
、
他
分
野
か
ら
の
新
規

参
入
を
必
要
と
し
な
い
実
態
づ

く
り
が
重
要
で
あ
る
」
と
述
べ

た
。

　

引
き
続
き
講
義
で
は
、
北
海

道
・
東
日
本
ブ
ロ
ッ
ク
担
当
の

本
多
幸
雄
部
会
員
が
「
廃
棄
物

処
理
法
と
各
種
リ
サ
イ
ク
ル

法
」、
関
根
信
部
会
員
が
「
廃

棄
物
処
理
の
現
状
と
今
後
の
課

題
」
に
つ
い
て
解
説
し
た
。

　

講
義
の
内
容
を
踏
ま
え
、
小

山
部
会
長
が
各
種
リ
サ
イ
ク
ル

事
業
を
実
践
す
る
水
口
テ
ク
ノ

ス
の
各
施
設
を
視
察
し
た
。

　

水
口
テ
ク
ノ
ス
で
は
拠
点
の

甲
賀
市
内
に
水
口
E
C
O
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
、
信
楽
E
C
O

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
甲
南
E
C
O

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
3
か
所
の
エ

コ
・
ド
ー
ム
を
保
有
す
る
。
積

替
え
保
管
施
設
の
許
可
を
取

り
、
自
治
体
に
代
わ
り
有
価
物

の
選
別
作
業
を
行
う
と
共
に
、

地
域
住
民
か
ら
の
資
源
ご
み
持

込
み
に
対
応
す
る
。

　

甲
賀
市
は
資
源
ご
み
回
収
が

月
1
回
で
、
そ
の
日
に
出
し
忘

れ
た
り
、
仕
事
の
都
合
で
資
源

ご
み
を
出
せ
な
い
と
不
便
だ
と

い
う
声
が
以
前
か
ら
聞
か
れ
て

い
た
。

　

そ
の
た
め
同
社
は
、
気
軽
に

い
つ
で
も
資
源
ご
み
を
持
ち
込

め
る
施
設
を
建
設
。
搬
入
で
き

る
も
の
は
び
ん
、
缶
、
廃
食
油
、

乾
電
池
、
蛍
光
灯
、
発
泡
ス
チ

ロ
ー
ル
、
古
着
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
、
古
紙
類
の
ほ
か
金
属
類

や
小
型
電
子
家
電
で
、
家
庭
か

ら
排
出
さ
れ
る
お
よ
そ
全
て
の

資
源
ご
み
を
受
け
入
れ
る
。
年

末
年
始
以
外
は
職
員
が
交
代
で

無
休
で
対
応
に
当
た
っ
て
い
る

（
午
前
9
時
～
午
後
5
時
）。

　

同
社
は
、
平
成
25
年
度
に
施

行
さ
れ
た
「
小
型
家
電
リ
サ
イ

ク
ル
法
」
で
、
一
般
廃
棄
物
処

理
業
と
し
て
は
初
め
て
事
業
者

認
定
を
受
け
た
（
平
成
27
年
1

月
16
日
）。

　

こ
れ
に
よ
り
自
治
体
の
枠
を

超
え
た
広
域
的
な
小
型
家
電
収

集
が
可
能
と
な
り
、
自
治
体
と

認
定
事
業
者
が
採
算
性
を
確
保

し
な
が
ら
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進

し
て
い
く
。

　

本
社
に
隣
接
す
る
リ
サ
イ
ク

ル
セ
ン
タ
ー
で
は
、R
P
F
（
廃

棄
物
固
形
燃
料
）
製
造
ゾ
ー
ン
、

生
ご
み
の
堆
肥
化
ゾ
ー
ン
、
堆

肥
化
梱
包
ゾ
ー
ン
を
備
え
る
。

　

1
号
棟
で
は
牛
乳
紙
パ
ッ
ク

　

全
国
環
整
連
の
循
環
資
源
推
進
部
会
（
小
山
浩
部
会
長
）

　

全
国
環
整
連
の
循
環
資
源
推
進
部
会
（
小
山
浩
部
会
長
）

はは
33
月月
33
日
、
東
海
近
畿
・
中
国
四
国
・
九
州
地
区
協
議
会

日
、
東
海
近
畿
・
中
国
四
国
・
九
州
地
区
協
議
会

を
対
象
と
し
た
合
同
研
修
会
を
開
き
、
廃
棄
物
処
理
法
と
各

を
対
象
と
し
た
合
同
研
修
会
を
開
き
、
廃
棄
物
処
理
法
と
各

種
リ
サ
イ
ク
ル
法
、
廃
棄
物
処
理
を
取
り
巻
く
現
状
と
課
題

種
リ
サ
イ
ク
ル
法
、
廃
棄
物
処
理
を
取
り
巻
く
現
状
と
課
題

に
つ
い
て
勉
強
し
、
滋
賀
県
甲
賀
市
の
水
口
テ
ク
ノ
ス
の
各

に
つ
い
て
勉
強
し
、
滋
賀
県
甲
賀
市
の
水
口
テ
ク
ノ
ス
の
各

種
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
を
視
察
し
た
。
小
山
部
会
長
は
、
各
種

種
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
を
視
察
し
た
。
小
山
部
会
長
は
、
各
種

リ
サ
イ
ク
ル
法
の
整
備
で
リ
サ
イ
ク
ル
対
象
物
は
拡
大
す
る

リ
サ
イ
ク
ル
法
の
整
備
で
リ
サ
イ
ク
ル
対
象
物
は
拡
大
す
る

一
方
で
あ
る
と
強
調
。「
廃
棄
物
と
も
っ
ぱ
ら
物
の
狭
間
の

一
方
で
あ
る
と
強
調
。「
廃
棄
物
と
も
っ
ぱ
ら
物
の
狭
間
の

グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
に
我
々
業
者
が
積
極
的
に
着
手
し
て
い
か
な

グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
に
我
々
業
者
が
積
極
的
に
着
手
し
て
い
か
な

け
れ
ば
、
扱
い
量
は
減
少
し
続
け
る
。
目
先
の
利
益
で
判
断

け
れ
ば
、
扱
い
量
は
減
少
し
続
け
る
。
目
先
の
利
益
で
判
断

せ
ず
、
地
域
住
民
の
利
便
性
と
、
廃
棄
物
処
理
に
悩
む
自
治

せ
ず
、
地
域
住
民
の
利
便
性
と
、
廃
棄
物
処
理
に
悩
む
自
治

体
に
貢
献
す
る
実
態
づ
く
り
が
重
要
だ
」
と
呼
び
掛
け
た
。

体
に
貢
献
す
る
実
態
づ
く
り
が
重
要
だ
」
と
呼
び
掛
け
た
。

市
民
の
資
源
ご
み
を
常
時
受
け
付
け

る
E
C
O
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

破
砕
選
別
ラ
イ
ン
（
上
）
で
は
不
燃
ご
み
か
ら
金
属

資
源
を
回
収
す
る
（
下
）

地域住民と行政に貢献する実態づくりへ
滋賀県で先進的民間リサイクル施設を視察滋賀県で先進的民間リサイクル施設を視察

循環資源推進部会

廃
棄
物
と

リ
サ
イ
ク
ル
の

グ
レ
ー
ゾ
ー
ン

ご
み
を
資
源
に

す
る〝
リ
サ
イ

ク
ル
セ
ン
タ
ー
〞

を
回
収
後
、
洗
浄
・
裁
断
処
理

し
再
生
施
設
に
送
り
出
す
「
牛

乳
紙
パ
ッ
ク
の
洗
浄
ラ
イ
ン
」、

不
燃
ご
み
や
埋
め
立
て
ご
み
を

破
砕
し
、
金
属
資
源
を
選
別
す

る
「
大
型
・
小
型
破
砕
選
別
ラ

イ
ン
」、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
減

容
、
圧
縮
梱
包
し
再
生
施
設
に

送
り
出
す
「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
圧

縮
梱
包
ラ
イ
ン
」、
空
き
缶
を

ア
ル
ミ
と
ス
チ
ー
ル
に
選
別
す

る
「
空
き
缶
選
別
ラ
イ
ン
」
で

循
環
資
源
を
回
収
す
る
。

　

家
庭
の
使
用
済
み
天
ぷ
ら
油

を
B
D
F
（
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ

ル
燃
料
）
に
リ
サ
イ
ク
ル
す
る

「
B
D
F
化
装
置
」
も
備
わ
り
、

廃
天
ぷ
ら
油
か
ら
精
製
し
た

B
D
F
で
、
ご
み
収
集
車
・
ト

ラ
ッ
ク
5
台
と
発
電
機
1
台
を

稼
動
さ
せ
て
い
る
。

　

ま
た
2
号
棟
で
は
草
・
剪
定

枝
を
破
砕
し
て
堆
肥
に
す
る
。

　

事
務
所
屋
根
上
と
R
P
F
棟

屋
根
上
に
は
太
陽
光
発
電
パ
ネ

ル
が
設
置
さ
れ
、
毎
時
約
66
㌔

㍗
を
発
電
し
て
い
る
。

　

住
民
や
給
食
セ
ン
タ
ー
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
な
ど

地
域
の
協
力
を
得
て
生
ご
み
を

堆
肥
に
再
利
用
す
る
「
生
ご
み

環
境
エ
コ
ロ
ジ
ー
シ
ス
テ
ム
」

を
構
築
し
て
い
る
。
10
年
以
上

の
実
績
を
持
ち
、
家
庭
で
も
簡

単
に
ご
み
減
量
化
と
生
ご
み
リ

サ
イ
ク
ル
に
参
加
で
き
る
仕
組

み
と
し
て
特
許
を
取
得
（
特
許

第
3
8
0
9
7
8
2
号
）
し
て

い
る
。

　

家
庭
で
は
、
20
㍑
の
生
ご

み
ポ
リ
バ
ケ
ツ
を
用
意
し
て

も
ら
い
、
種
堆
肥
と
生
ご
み

を
交
互
に
1
日
毎
に
入
れ
て

い
く
。

　

収
集
日
に
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
設
置
さ
れ
た
専
用
回
収
容

器
へ
バ
ケ
ツ
の
中
身
を
投
入

し
、
回
収
さ
れ
た
生
ご
み
は
一

次
発
酵
に
14
日
間
、
二
次
発
酵

に
40
日
間
を
か
け
て
堆
肥
化
。

み
な
く
ち
テ
ク
ノ
ス
フ
ァ
ー
ム

で
イ
チ
ゴ
、
メ
ロ
ン
、
ト
マ
ト

の
栽
培
に
利
用
し
て
い
る
。

生
ご
み
循
環

エ
コ
ロ
ジ
ー

〝
E
C
O
ス
テ
ー

 

シ
ョ
ン
〞で
積
替

 

え
保
管

本
社
に
隣
接
す
る
リ

サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

牛
乳
紙
パ
ッ
ク
の
洗

浄
ラ
イ
ン

びん・缶・衣類あらゆる物を選別し
保管する　

使用済み小型家電の
リサイクルBOX
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浄
化
槽
資
本
費
単
価
は
全
国
平
均
37
円

大
都
市
公
共
下
水
道
並
の
効
率

総務省
　

総
務
省
は
3
月
16
日
、
東
京
・
永
田
町

の
砂
防
会
館
で
下
水
道
財
政
の
あ
り
方
に

関
す
る
第
3
回
研
究
会
を
開
催
し
た
。
高

資
本
費
対
策
や
経
営
戦
略
策
定
に
関
連
す

る
項
目
に
つ
い
て
議
論
し
た
ほ
か
、
兵
庫

県
明
石
市
、
山
形
県
米
沢
市
、
佐
賀
県
吉

野
ケ
里
町
か
ら
下
水
道
事
業
の
現
況
に
つ

い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
。
こ
の
う
ち

高
資
本
費
対
策
に
つ
い
て
は
、
使
用
料
で

回
収
す
べ
き
汚
水
資
本
費
の
有
収
水
量
1

立
方
㍍
当
た
り
の
単
価
（
使
用
料
対
象
資

本
費
単
価
）
平
均
値
が
浄
化
槽
は
37
円
で
、

処
理
区
域
内
人
口
密
度
75
～
1
0
0
人
／

㌶
の
公
共
下
水
道
と
同
等
以
上
で
あ
る
こ

と
が
示
さ
れ
た
（
表
参
照
）
。
あ
く
ま
で
平

均
値
で
一
概
に
比
較
で
き
る
も
の
で
は
な

い
が
、
公
共
下
水
道
事
業
を
実
施
す
る
自

治
体
で
処
理
区
域
内
人
口
密
度
が
75
人
／

㌶
を
超
え
る
の
は
東
京
、
大
阪
と
い
っ
た

大
都
市
と
、
そ
の
近
郊
都
市
に
限
ら
れ
る
。

　

同
研
究
会
は
下
水
道
事
業

の
収
入
構
造
・
費
用
構
造
等
の

分
析
・
検
証
を
行
い
、
持
続

可
能
な
事
業
運
営
の
あ
り
方

に
つ
い
て
検
討
す
る
も
の
で
、

下
水
道
財
政
ス
キ
ー
ム
の
検

証
、
使
用
料
水
準
の
あ
り
方
、

高
資
本
費
対
策
の
あ
り
方
の

検
討
等
を
行
い
、
5
～
6
月

に
取
り
ま
と
め
を
予
定
し
て

い
る
。

　

こ
の
う
ち
今
回
の
議
題
に

上
っ
た
高
資
本
費
対
策
は
、
地

理
的
条
件
な
ど
で
汚
水
資
本

費
が
高
水
準
に
な
っ
て
し
ま

う
事
業
に
対
し
、
資
本
費
の

一
部
を
公
費
措
置
す
る
制
度

で
、
言
い
換
え
る
と
経
済
的

に
非
効
率
な
地
域
に
整
備
し

た
公
共
下
水
道
等
の
使
用
料

増
加
を
抑
え
る
た
め
の
も
の
。

制
度
の
対
象
と
な
る
に
は
一

定
の
前
提
条
件
が
あ
り
、
算

定
対
象
資
本
費
が
有
収
水
量

1
立
方
㍍
当
た
り
51
円
（
26

年
度
か
ら
52
円
）
、
供
用
開
始

か
ら
30
年
未
満
、
さ
ら
に
最

低
限
行
う
べ
き
経
営
努
力
と

し
て
使
用
料
1
5
0
円
／
立

方
㍍
以
上
の
設
定
が
あ
る
。

　

研
究
会
で
は
事
務
局
か
ら

高
資
本
費
対
策
対
象
事
業
の

推
移
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
、
21
年
度
に
対
象
事
業
は

9
9
4
事
業
だ
っ
た
の
に
対

し
、
25
年
度
は
1
2
8
0
事

業
と
増
加
し

て
い
る
こ
と
、

人
口
密
度
別

の
内
訳
を
見

る
と
25
人
／

㌶
未
満
で
86

事

業

か

ら

1
3
5
事
業
、

25
～
50
人
／

㌶
で
2
2
5

事

業

か

ら

2
3
1
事
業
、

50
～
75
人
／

㌶
で
21
事
業

か
ら
22
事
業

と
、
主
に
人

口
密
度
の
低

い
地
域
で
高

資
本
費
の
下

水
道
事
業
が

進
ん
で
い
る

こ
と
が
示
さ

れ
た
。

　

ま
た
算
定

資
本
費
単
価

を
事
業
別
に

見
る
と
、
有
収
水
量
1
立
方

㍍
当
た
り
公
共
下
水
道
事
業

は
人
口
密
度
1
0
0
人
／
㌶

以
上
で
26
円
、
75
～
1
0
0

人
／
㌶
で
42
円
、
50
～
75
人

／
㌶
で
81
円
、
25
～
50
人
／

㌶
で
1
0
3
円
、
25
人
／
㌶

未
満
で
1
4
0
円
、
特
定
環

境
保
全
公
共
下
水
道
お
よ
び

集
落
排
水
事
業
で
1
7
0
円

と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、

浄
化
槽
は
37
円
と
極
め
て
低

い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

こ
れ
は
整
備
コ
ス
ト
が
安
い

と
い
う
浄
化
槽
の
特
徴
を
反

映
し
た
結
果
と
言
え
る
。

　

研
究
会
で
は
こ
の
ほ
か
経

営
戦
略
策
定
に
関
連
す
る
検

討
と
し
て
、
公
共
下
水
道
の

資
本
費
単
価
と
人
口
増
減
状

況
の
相
関
関
係
に
つ
い
て
示

し
、
「
資
本
費
単
価
が
高
い
地

域
は
人
口
減
少
が
進
ん
で
い

る
」
と
説
明
。
そ
の
後
、
こ

れ
ら
の
状
況
と
自
治
体
か
ら

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
踏
ま
え
意

見
交
換
を
行
っ
た
。

資本費単価分布別の事業数
（平成 25 年度）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：事業数）

使用料対象資本費単価

処理区域内
人口密度（人 /ha）

0～51円
未満

51 ～
76 円

76 ～
153 円

153 ～
306 円

306 円
以上

使用料対象資本費
単価平均値　*4

公
共
下
水
道

100以上～ 31 9 11 0 0 26

75 ～ 100 28 19 17 6 0 42

50 ～ 75 44 34 93 30 10 81

25 ～ 50 70 62 225 206 47 103

25 未満 47 8 69 110 15 140

特定環境保全公共下
水道・集落排水　*1

213 96 534 758 371 170

浄化槽　*2 230 75 75 20 5 37

合　計　*3 663 303 1,024 1,130 448 51

*1 集落排水とは、農業集落排水施設、漁業集落排水施設、林業集落排水施設、簡易排水施設及
び小規模集合排水処理施設のこと

*2 浄化槽とは、特定地域生活排水処理施設及び個別排水処理施設のこと
*3 流域下水道及び特定公共下水道を除く
*4 使用料対象資本費単価は、使用料の対象となる汚水処理費を有収水量で除した値（流域下水道

及び特定公共下水道を含む。）


